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2006 年第２回定例市議会 ( ６月８日～６月 26 日 )
　今議会の市長提出議案 33 件。再任となる監査委員の人事案件は、過去に財政局長
など税務事務に責任ある立場にあった事等から反対しました。他に、競輪事業特別
会計補正予算、特別職 ( 市長、議員など）の職員給与引き下げ、土地開発公社からの
土地の取得、都市整備公社からの学校など財産の取得、新港横戸町線など工事請負
契約などが審議されました。なお動議により百条委員会の設置を提案 ( 詳細は２面 )
しましたが、否決されました。
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ま
た
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現
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都
市
局
長
は「
許
容
の
範
囲
」

と
答
え
ま
し
た
が
、
助
役
は
「
本

当
で
あ
れ
ば
職
員
は
大
変
だ
」
と

感
想
を
も
ら
し
ま
し
た
。今
後「
不

当
要
求
に
あ
た
ら
な
い
か
調
査
す

る
」
そ
う
で
す
。

議会会派へのお茶汲
スに、男性職員も配
ようになった。男女
の流れか？給茶機を
むことなのに。

や食品衛生協会の補助金流用問題、ＪＦＥ
問題、税の特別処分制度、滞納繰越税の粉
飾など）では議会の役割がまさしく問われ
ています。首長と議会の二元代表制に基づ
いた議論ができる議会こそ、地方分権の時
代にふさわしい姿でしょう。百条委員会設
置案を否決した議会が民意に沿っているの
かどうかは疑問であり、市民との協働や直
接請求などの直接民主制をも理解し、市民
主権のまちづくりをすすめる議員こそふえ
るべきです。議員定数削減では大きな組織
を背負った議員しかいない議会になってし
まいます。

市民ネットワークちば代表　谷口多恵

　昨年の国勢調査で千葉市の議員定数は法
令上 64 人となりましたが、現在は減数条
例で 56 人と定められています。2000 年
の地方分権一括法施行以来、議会改革も全
国的に進められてきましたが、新たに行財
政改革の荒波も押し寄せています。今議会
では議員報酬の削減が決定しました。さら
に歳費を抑えるために議員定数の検討も行
われているそうです。見直しするなら、ま
ずは直近の推計人口に基づき、一票の格差
を是正すべきです。また、費用弁償の廃止
や議員年金の問題にもとりくんでほしいも
のです。
　この数年続く千葉市の不祥事（ほうゆう
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％
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定
。
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前
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し
）
を
設
定
す
る
こ

と
に
変
更
。
そ
れ
よ
り
も
低
い
価

格
で
応
札
し
た
場
合
は
、
庁
内
の

委
員
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で
見
積
価
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等
を
精
査

し
、
低
価
格
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も
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が
可
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か
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断
す
る
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と
に
し
ま
し
た
。

今
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、
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港
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ネ
ル
工
事
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件
で
、
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と
い
う
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が
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り
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し
た
。
工
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械
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る






